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「Be a Fr iend」（ 友 達 に な ろ う よ ）　2014－2015 年度下館ロータリークラブテーマ

す。「昨今の国際ロータリーは慈善事業の基金を多
く集めたいのか、ロータリーの基本を外れた会員増
強に力を入れているように感じます、そのためロー
タリーの魅力が失われて、入会者が減少し、退会者
が増えているものと考えます」或いは「会員増強は
ロータリー運動の結果であり、目的ではないことを
再考するべきです。公共イメージは高めるものでな
く、高まるものだと気付かなければなりません」は

「ロータリーの友」に寄せられた代表的な意見です。
　しかしロータリー100年の歩みは、二度の世界
大戦や世界恐慌など国際社会の荒波を乗り越えて
きた歴史です。ポリオ撲滅キャンペーンに象徴され
るように世界規模で活動を展開し、社会運動団体
として広く認知されているのはご承知のとおりで
す。ロータリーの歴史を紐解いても、原理原則を尊
重し「職業奉仕」に重きを置く潮流と、「社会奉仕」
を前面に掲げ大衆運動を推し進める潮流との鬩ぎ
あいでした。国際ロータリーが時代の変化を敏感に
捉え、柔軟に自己変革を重ねたゆえ生き残れたと思
います。
　本題に移ります。ロータリー入会に際し、綱領や
理念に賛同して加入する人は皆無です。勧誘した
会員の人物人柄、クラブのブランド・イメージ、既
存会員の名簿、負担すべき費用、例会の雰囲気等
が重要な判断基準です。すなわち魅力的なクラブ
か否かが鍵で、クラブに魅力が無いと人は集まりま
せん。ただ入会して２～３年で退会する会員が多い
のも事実で、ロータリーが期待に応えていない側面
も否めません。また最近の若い会員はロータリーの
理解や勉強が足りないとの指摘もあります。私は奉
仕活動やロータリーについて学ぶ最も近道は「ロー
タリーの友」を愛読するに尽きると思いますが、い
かがでしょうか？

（1）ゲイリー C.K.ホァン次年度ＲＩ会長方針
①中国を念頭に５万人の増強を目標
②新世代プログラムの参加者（GSE、財団学友、ロー

ターアクト）に注目
③女性会員の加入の促進（日本の現状に批判的で、

2013年規定審議会での専業主婦の加入を認め
るRI定款・細則の変更を受け、家族、配偶者に
積極的に加入を呼びかける。

（世界の会員数は約118万人と減少傾向で、今年度
末130万人達成は困難か？）

（2）地区主導でクラブ拡大を
　古い伝統を誇った常陸山方RCと常陸大宮 RCが
近年相次いで解散しました。会員の減少や高齢化
等、地域経済の疲弊や過疎化など社会的要因によ
るものと思われます。別の見方をすれば、ライオン
ズとの新会員の獲得競争に敗れた結果とも云えま
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前例会報告　第 2620 回　2014/8/20（水）
　

お 客 様　ようこそ下館 RC へ

井 澤 卓 司 様（水戸南ロータリークラブ）
 　

会 長 挨 拶 鈴木光則 会長

　皆様お盆休みいかが過ごされましたか。
8月18日　国土交通省の河川調査に参加しまし
た。場所は母子島遊水池でした。
例年行っている除草作業もきれいにされていまし
た。新規事業として始めたヒメイワダレソウの植
栽事業も終わっていました。
　今後の事を考えますと、皆様、現場を視察され
るようお願い致します。
　

幹 事 報 告 早瀬浩一 幹事

１．会報を受理しました。
水戸 RC・真壁 RC・結城 RC

２．米山記念会館より館報を受理しました。
　

会員増強フォーラム
井澤卓司 地区会員増強委員長

　

　国際ロータリーが掲げる戦略計画＝３つの優先
項目（クラブのサポートと強化　人道的奉仕の重点
化と増加　公共イメージと認知度の向上）及び、中
核的価値観（親睦　高潔性　多様性　奉仕　リー
ダーシップ）は、「ロータリーとは何か」「ロータリー
とは何をする団体なのか」を理解するのに最適で
す。中でも注目すべきは「多様性」です。ロータリー
は会員の職業構成だけでなく、ロータリーの解釈や
理解の仕方についても百人百様で、私はこれこそ
ロータリーの魅力と思います。こうした国際ロータ
リーの方向性や在り方に対し、ロータリーの哲学や
理念を置き去りにしているとの根強い批判がありま



＊欠席の場合は午前10時までにダイヤモンドホール（☎0296－28－8511）へご連絡下さい

「深めよう奉仕を通じて、地域社会への貢献を」　2014－2015 年度第 2820 地区テーマ

はガバナー月信に掲載予定です。８月開催予定の
クラブ奉仕研究会で集約します。
　

元気づけられる話② 舘野 博 会員

３．横綱　白　鵬
　名古屋場所を制した白鵬は30回目の優勝を果た
しました。ちょっと前ですが、その白鵬のメンタル
について書かれた著書『白鵬のメンタル』（講談社＋
α新書）から以下、抜粋します。
● 白鵬のメンタルを支えるもの
（著者が感じるのは以下のようなことだそうです）
　・稽古をし、相撲を研究すること（相撲が大好き）
　・探究心を持つこと（相撲道・心技体の追求）
　・つながりを大事にすること（感謝の気持ち）
　・日常生活を大事にすること（稽古が全てではない）
　うまくいっている人は、自分の『流れ』を持って
いる。自分のなかにある独自のリズムや間を大事に
し、それを崩さないようにしている。
　白鵬の場合、横綱になってからも『強い心』と『弱
い心』がずっと同居しています。『弱い心』を持った
まま、ただ問題を解決する力がついてきた。結果と
して、この力が白鵬のメンタルを強くしてきた。『弱
い心』はなくさなくていい。否定せず、むしろ共存
することを意識する。そのために、何が不安なのか、
何が問題なのかを素直に考える。（中略）つまり、
彼は強くなろうと精進してきましたが、それは弱さ
を否定し強い自分になろうとするものではなく、弱
さ（不安・恐怖）を真摯に受け止め、目の前の現実
に対処する力を自分なりに身に付けてきたプロセス
だったということ。ですから、弱音も吐くし、つら
いことがあったら心も揺れる。ときには、声を荒げ
ることもある。そうした感情も人並みに、いや、人
並み以上に持っているのです。
● 心が弱くてもふんばれる理由
　人は理屈を超えた部分で何かに突き動かされる
ことがあるわけですが、これに加えて重要なのは、
『他人のため』という意識をどれくらい持っているか
という点でしょう。自分のことだけを考えている状
態では、我が身を守る気持ちしか湧いてきません。
わかっていても、ここ一番でふんばる力が発揮でき
ないのは、自分のことで精一杯、つまり『心に余裕
がない』からではないでしょうか？何かのきっかけ
でやる気のスイッチが入ることがあったとしても、
それを行動につなげ、持続させていくには、『余裕』
『ゆとり』『落ち着き』が必要だということ。
　『弱い心』があっても、その弱さを知ってうまく
コントロールし、感情の波に左右されない生き方を

す。逆に地域にロータリークラブが無くなった今こ
そ、地区主導で新クラブを立ち上げるチャンスです。
　また日本各地で米山学友やロータリー財団学友
を対象に新クラブが結成されています。当地区でも
行動を起こす時期で、Eクラブとして検討してはと
思います。そして試験的プログラムは終了しました
が、手続要覧４ページに記載されている「ロータ
リー衛星クラブ」結成も含めクラブ拡大に取り組み
ましょう。そのためにはガバナー主導のもと、地区
内の関係委員会が集まり具体化すべきです。また
行政の平成の大合併をお手本に、適正会員数の維
持に向け、クラブ合併も将来的な課題として研究し
ましょう。
（3）会員増強計画を再策定し、クラブ理事会で

決議しよう
　日本のロータリーは過去十数年間会員の減少が
続き、13万人から９万人弱と（2014年３月末現在
88,184人）インドに抜かれ世界第３位に転落しまし
た。国際ロータリー理事会決議「2015 年６月30日
までに会員数を130万人」を実現するため、当時の
田中作次RI会長から「日本でも３年間で10％増を
達成して100万人に」と要請がありました。これを
達成すべく、「SAKUJI大作戦」や「サクセス・ジャ
パン大作戦」が提唱され、新クラブの創設を始め、
女性会員の増加と若年層への取り組みが強調され
ましたが、成果が充分に上がっておりません。
しかし「ロータリーの友」によりますと、田中元RI
会長のお膝元の第2770地区（埼玉南東）と舟木ガ
バナーが奮闘し３クラブを拡大した第2750地区
（東京他）は前年度に比べ会員数が大幅に増えてい
ます。また第2520地区（岩手・宮城）第2530地区
（福島）第2540地区（秋田）第2830地区（青森）等、
東日本大震災を乗り越え増加に転じている地区も
あり、日本全体でみるとようやく下げ止まった印象
です。
　残念ながら第2820地区では、前年同月より若干
の減少が続いています。ガバナー月信では３月末は
2,005名で、2,016名の前年に少し及びません。当
地区でも下げ止まり傾向ですが、会員増強は藤居
ガバナーの最重点課題で３％増を年度目標に掲げ
ています。
　長谷川年度期初 1,991名を60人増強で期末
2,051名（３％増）引き続き藤居年度で60名増強の
2,111名（計６％増）が当初計画でした。しかしアン
ケート調査では長谷川年度での３％増は困難で、
野堀年度を上回れるか際どい状況です。午後の分
科会でガバナー補佐を交え、各分区３％増に数値
目標を練り直してください。それをクラブ理事会で
決議し再提出をお願い致します。この増強計画案
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卓話楽しみにしております。

▼神 山 芳 子さん
本日よりバレエスクール生徒を含め18名で
サンディエゴにジョイントコンサートに向かい
ます。また、９月23日に、結城アクロスで
行います、パフォーマンス2014の案内を
ケースに入れさせていただきます。無料です
ので、どうぞおいでください。

▼河 添 康 徳さん
本日息子がバレエのジョイントコンサート
のためサンディエゴにむかいます。成田に
送るため例会を欠席させていただきます。

▼黒 澤 昌 之さん
井澤様、本日の卓話宜しくお願いします。
残暑が厳しいですが、皆様体調に留意して
がんばりましょう！

▼外 山 寿 彦さん
地区担当会員増強委員長　井澤様、お忙しい
ところ誠にありがとうございます。
本日の講演よろしくお願い致します。

▼鈴 木 健 一さん
井澤卓司さん、ようこそいらっしゃいました。
卓話よろしくお願いします。

▼長 島 明 伸さん
井澤卓司様、本日の卓話よろしくお願いします。

▼堀 江 　勤さん
地区クラブ管理運営委員長　井澤卓司様、
卓話楽しみにしています。

本日の合計 24,000 円
累計 174,342 円

　

出 席 報 告 黒澤昌之 委員長

する。それが、ここ一番でふんばる力の土台になる
と考えられるのです。
● 対人関係の中で白鵬が大事にしていること
　・誰に対しても素直に接し、学ぼうという意識を

持つ
　・両親、友人、相撲界のOBなど、『身内』『仲間』

『先輩』を大事にする
　・性格や考え方の『偏り』を『個性』に変える
　

スマイルBOX 堀江　勤 委員長

パートナー誕生 新井和雄さん

▼鈴 木 光 則さん
井澤様の来訪を記念して。
本日、卓話よろしくお願いいたします。

▼早 瀬 浩 一さん
2820地区クラブ奉仕管理運営委員長　会員
組織委員長　井澤様ようこそおいで下さい
ました。卓話よろしくお願いします。

▼瀧 田 昌 甫さん
下館RC 38代会長 古川さんが８月６日亡
くなり、新井利平さんと告別式に出席して
来ました。

▼日向野　陽さん
井澤卓司様の卓話楽しみにしています。

▼小 林 一 彦さん
所要のため早退させて頂きます。

▼加 藤 昌 美さん
水戸南RC 井澤卓司様ようこそお出で下さい
ました。会員増強フォーラム宜しくお願い
致します。

▼百目鬼博行さん
井澤様の御来訪を記念して。
御指導よろしくお願い致します。

▼溝 口 明 洋さん
地区クラブ奉仕管理運営委員長　井澤卓司様
ようこそおいで下さいました。
本日の卓話よろしくお願い致します。

▼佐 藤 　昭さん
井澤卓司様、卓話よろしくお願いします。

▼永 井 啓 一さん
地区クラブ奉仕管理運営委員長　井澤卓司様
ようこそいらっしゃいました。


